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主論文

Computer-assisted cognitive remediation therapy increases hippocampal volume in 

patients with schizophrenia: a randomized controlled trial 

コンヒ。ュータを用いた認知矯正療法は、統合失調症患者の海馬容積を増大する:

ランダム化比較対照試験

Tsubasa Morimoto ， Yasuhiro Matsuda ， Ki wamu Matsuoka ， 

Fumihiko Yasuno ， Emi Ikebuchi ， Hiroyuki Kameda ， Toshiaki Taoka ， 

Toshiteru Miyasaka ， Ki mihiko Ki chikawa ，Toshifumi Ki shimoto 
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論文審査の要旨

統合失調症患者にみられる神経認知機能の障害は、社会機能の低下に多大な

影響を与え治療に注目が集まっている。認知矯正療法(CRT) は、統合失調症患者

の認知機能障害を改善することが知られていて、著者らもオリジナル版コンピ

ュータソフトウェア Jcores を開発し複数の認知機能の有意な改善を報告してき

た。一方で、 CRT による脳解剖学的な影響についての調査研究は、これまで数

少ない。

そこで、今回、著者らは、 Jcores を用いた CRT による皮質・灰白質容積と認

知機能との関連を構造学的脳画像研究を用いて調査した。対象は、無作為にラ

ンダム化された統合失調症患者で、 CRT 群(16 人)と通常治療群 (15 人)0 CRT 群

は、週 2 回の Jcores によるコンピュータトレーニングと、週 1 回のグルーフ。セ

ッションによる、合計 12 週間の介入を受けた。介入前後で認知機能を BACS-J

で評価し、 MRI による全脳のボクセルベースで、皮質・灰白質容積の変化と CRT

による認知機能改善の相関について評価した。結果、 CRT 群は、 BACS-J におけ

る言語流暢性(P=O.012) とコンポジットスコア(P=O.049) において通常治療群より

も優位な増加を示した。(P<O.OOl) 。言語流暢性スコアと右海馬容積の変化は、

正の相関があった(r= O.53 、P=O.OOl) 。筆者らは、 Jcores を用いた CRT が右海馬の

容積を有意に増加させ、言語流暢性スコアの変化との正の相関を見出した。

本研究の結果は、統合失調症患者における CRT が海馬の可塑性を介して神経

認知機能の改善を誘導する可能性を示し、精神医学行動神経科学での研究成果

として、博士(医学)の学位に値すると評価できる 。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに精神医学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。
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